
1.　はじめに

1.1 研究の目的と背景

　本研究は、観光地で来訪者が街を散策する場

面において、夜間街路の光環境が来訪者の歩行

経路の選択にどのような影響を及ぼすのか知る

ことを目的としている。このような研究課題を

設定したのは、主に次の二つの理由による。

　一つ目は、土地に対する知識・経験の少ない

来訪者が街を散策する場合、来訪者は目の前に

現れる街路に対してその通りに進むかどうか次

の経路の選択を瞬間的な街路の印象に頼って判

断せざるを得ない状況であることが多いと考え

たからである。住民の生活圏と来訪者の散策圏

が混在する観光地において快適な街づくりをす

るためには、商店のある通りに来訪者を誘導す

ることで街を活気づけたり、一方で来訪者の往

来の多い地域でも住民が安心して生活できるよ

う観光動線を生活圏から遠ざけたり、というよ

うに街全体で歩行者の動線制御を検討する必要

があるといえる。

　二つ目は、街路環境を部分的に操作すること

で来訪者の動線を制をすると仮定した場合、道

幅や建物や街路の形状または素材や色などを操

作するよりも街路や周囲の建物に対して付属的

な関係である光環境を操作する方が現実的であ

ると考えた為である。光環境ついては、夜間歩

行者の印象に影響を与えやすい要素として挙げ

られ、その心理的影響を検討する必要性を述べ

た研究もいくつか報告されている 1)2)。

　以上のことから、観光地における来訪者の動

線制御のための初歩的な知識として、夜間の光

環境の実体とそれに伴う印象が来訪者の歩行経

路にどのような影響を与えるのか知る必要があ

ると考える。そこで本研究では、観光地におけ

る散策時の経路選択への影響を、街路の「入り

やすさ」の評価と光環境の関係から検討する。

1.2 既往研究と本研究の位置づけ

　夜間街路の光環境に関する研究には、大きく

分けて光環境を「明視性」3) の機能を扱った研

究と、「心理的効果」を扱った研究がある。本

研究は街路の印象が光環境が心理的評価へ与え

る影響が歩行者の経路選択に与える影響をみる

ことを目的としているので、前者に分類される

といえる。

　街路の印象を扱った研究では、張らは飲食店

の外観デザインと「入りやすさ」の関係につい

て昼夜で変わる照明の影響も考慮した評価構造

の検討を行い、様々な評価項目の中でも照明が

与える印象が「入りやすさ」の基準となってい

ると述べている。小林らは、観光地の夜間街路

において建物に付属する光が歩行者に与える印

象について、住民と観光客の双方に対して調査

を行っている。

街路形状を扱った研究や歩行者の事前知識の

有無を扱った研究が多いが（後でちゃんと調

べて列挙します）、夜間の光環境との関係に着

目した研究はまだない。

2.　研究の概要

2.1 対象地区の選定条件

　選定条件は次の通りである。①住居地区と商

業地区が隣接し、住人と来訪者の双方の往来が

ある街路であること、②街路の形状が複雑では

なく単純な格子状で形成されていること、③光

源の種類や街路の明るさが一様ではなく街路の

光環境が多様であることとした。②については、

街路の形状の特徴も「入りやすさ」の評価に影

響を与える一つの要素になると考え、評価に影

響を与える要素の関係が複雑化しないよう本研

究では直線上の単純な街路を対象とした。③の

光環境については、表１に光環境の分類を示す。

以上３つの条件を満たす地区として、対象は東

京都中央区月島 1丁目を選定した。
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2.2 月島の概要

　月島は、明治期の埋め立て事業によって造成

された地区で、江戸の町割りを踏襲した初期の

街並みから徐々に変容をくり返しているもの

の、格子状の街路形状は現在も街の骨格となっ

ている 5)。また、今回対象とした月島 1丁目は、

月島の中でも一番の観光スポットといえる「も

んじゃストリート」を中心として居住地区にも

飲食店などが点在しており、特に夜間は住人以

外の来訪者の往来も多い地区である。

2.3 対象街路の特徴

　街路は道幅別で４種類に分類できる（図 1）。

今回は月島中央を東西に貫く清澄通り（幅 36

ｍ）から東西南北方向に通る幅 5.4 ｍの街路（以

下：街路Ａ）、さらに中央東西方向の街路（以下：

街路Ｂ）、幅 2ｍ程度の路地（街路Ｃ）である。

本研究では、街路別に評価傾向分析を進める。

2.4 スライドによる街路評価

　散策中の歩行者の経路選択行動は、散策中に

その人が歩行中の街路が他の街路とぶつかる

コーナーで行われると考える。月島 1丁目周辺

の街路をコーナー部分から撮影した街路写真 1

をプロジェクターで投影し、アンケートによっ

て「入りやすさ」に関する評価をさせることに

した。散策中の経路選択を想定し（図 2）、被

験者には月島駅を出てメインストリートを出発

し、最終的にもんじゃストリートまで行く 3回

の選択場面において 5 枚ずつ計 15 枚の街路写

真を被験者にスクリーンで見せ、写真の街路そ

れぞれに対してアンケート調査を行った。

　アンケートでは、①各街路に対する「入り

やすさ」の程度②「入りやすさ」の評価時に

着目した街路構成要素③街路に対する心理評

価 6項目について調査した。

　まず①で、各街路に対して「入りやすい」か

ら「入りにくい」までの 5段階での評価しても

らう。そこで得られた「入りやすさ」の評定平

均値を基に他の項目を比較することで、選択さ

れやすい街路の特徴について検討する。

　次に、経路選択場面で何が選択基準となって

いるのか知るため、②では街路構成要因として

基本的な空間要因に関する 14 項目、光環境要

因として 16 項目の計 32 項目を選択肢として挙

げ、①の評価時着目した街路構成要素を全て選

択してもらった。また、街路を構成する基本要

素として挙げた 32 項目以外にも、被験者が気

になった点があれば自由に記述できるようにし

た。被験者が「入りやすい」または「入りにくい」

と感じる街路の印象を知るため、③では心理評

価を行った。評価項目は、既往研究から観光地

図 1　散策経路の例

図 1　各街路タイプ

表 1　街路要因の一覧

― 902 ―



図 1　街路写真
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の街路評価に関係すると思われる「道幅の広さ」

「見通しのよさ」「見えやすさ（視認性）」「開放

感」「親しみやすさ」「景観の好ましさ」「（防犯

に対する）安心感」「明るさ」の 6項目を選定し、

「満足」「やや満足」「どちらでもない」「どちら

かといえば不満」不満」の 5段階で評価しても

らった。

　被験者は、20 代の学生 15 名（男 10 名、女 5

名）とした。

3.　「入りやすさ」の評価に関わる環境要因

　アンケートの結果を表１に示す。経路選択場

面に光環境と周辺の環境要因がどのように影響

しているかを、各項目の選択された回数を各要

因の着目数とし、それら着目数の比較から「入

りやすさ」の評価への影響を検討する。

　カテゴリー別の着目数合計から、全体を通し

て着目数が多かったのは、光環境要因では「街

灯の光」「店の光」「路面の明るさ」、空間要因

では「店の有無」であるとわかった。「入りや

すさ」の評価が特に高かった街路としては、街

路 3、4、9、15 が挙げられる。街路 3では、全

体として着目数が多かった「店の光・店存在」

がないにも関わらず、「街灯がある」「路面が明

るい」という点が「入りやすさ」に繋がったと

考えられる。街路 4 と街路 15 は逆に街灯が少

なかったが、わかりやすく設置された「店・看

板の光」の存在が「入りやすさ」に影響してい

ると思われる。また、街路 15 に関しては「入

りやすさ」の判断時にその他着目した点として

「奥に行くと何かありそうだ」と記述した被験

者がいた。この奥に対する期待感を説明する例

として、街路 9で着目数が多かった「街路奥の

明るさ」が挙げられる。この街路は街灯による

光が比較的少ないが、奥に複数の飲食店の看板

があることが特徴的で、その光が期待感として

歩行者を街路へ導く効果があると考えられる。・

4.　「入りやすさ」の程度と心理評価

　８つの心理評価項目について因子分析（主因

子法、バリマックス回転）を行った結果、３つ

の因子が抽出された（表 2）。第一因子は「開

放感」「道幅の広さ」「見通しの良さ」「見えや

すさ」で「視認性」、第二因子は「親しみやすさ」

景観の好ましさ」「安心感」で「親近性」、第三

因子は「明るさ」のみであるので「明るさ」と

する。各項目間の関係を検討する為に、街路全

体と街路タイプ別に各項目の相関分析を行った

(表 3)。全体の結果として、見えやすさ―開放

感、見えやすさ―見通しの良さ、開放感―道幅

の広さ、景観の好ましさ―親しみやすさの相関

が高かった。特に、見えやすさ―開放感は道幅

が狭くなるほど相関が高くなる傾向がみられ

た。一番道幅が狭い街路Ｃでは、特にその傾向

が見られるのと同時に、見えやすさと開放感が

安心感につながっていた。また、開放感―景観

のよさの相関も街路Ｃでのみ高くなっているの

で、来訪者にとってはこの狭さがストレスとな

り「入りにくさ」につながっていると考えられ

る。

5. まとめ

　街路 6と街路 11 の「入りやすさ」の評価と、

着目した環境要因についてある共通した特徴が

みられた。同じタイプの街路は同じ道幅である

ので道幅の感じ方の結果にもばらつきが少ない

と思われたが、このふたつの街路では他の街路

と比べ「道幅が狭い」という項目に対する着目

数が多い。また光環境要因に関しても、街灯や

家の光も存在している街路であるが「路面の暗

さ」の項目が特に着目数が多くなっている。こ

02
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表 4　「入りやすさ」と環境要因の比較

表 2　因子負荷量

表 3　因子負荷量

れは、街路写真を被験者に見せる順番に影響し、

一つ前の幅の広い街路と比較してしまう為に生

じたためだと考えられる。これらのことを踏ま

え、街路写真による評価実験を行う際には、評

価基準となる明るさや道幅が「入りやすさ」の

評価に影響することを考慮し、写真を提示する

順序も工夫する必要がある。

　一方、歩行者が見る (または体感する )明る

さの前後関係によって街路の評価が変わるとい

う特性を今後の研究課題にすることも考えられ

る。歩行者のように移動を伴う場面において行

われる明るさの評価は、本来前後の明るさとの

対比や暗順応や明順応といった視機能に依存す

る。したがって、光環境の操作によって街路の

印象とそれに伴う観光散策経路の制御を行うこ

とを目的とする研究の場合、今後は「明るさの

対比」や「順応」が街路評価に及ぼす影響につ

いても検討していく必要がありそうだ。

　心理評価と「入りやすさ」の点では、月島の

もつ特徴的な路地空間における評価が他の街路

の相関関係と異なる点が面白い。その街路にた

いして慣れのない来訪者にとっては閉鎖感が景

観の悪さや不安感につながる可能性があるが、

住人を対象に調査をした場合では、評価が異な

る可能性も考えられる。来訪者と住人の評価の

違いについても検討してみたい。
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